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◆ 研究概要 
1)   天然薬物（特に魚油中の DHA・EPA）の臨床的有効性について 
2)   炎症誘発性摂食障害における炎症性メディエーター（サイトカインおよびアラキドン酸代謝物）の役割の解明 
3)   炎症誘発性摂食障害に及ぼす和漢薬の影響の評価 
4)   和漢薬による脂肪吸収の制御 
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